
2025年度法政大学文学部講義「日本近世史」

7.中間小活―近世秩序の成立と展開

2025.11. 6.大橋 幸泰

はじめに

「日本近世史」1-6の講義／どちらかといえば近世前期～中期、近世秩序の成立と展開について扱った
→本日は、前半の講義を振り返って、日本の近世秩序の原則について議論する

1.近世秩序の固有性

→前の時代(中世)および後の時代(近現代)と比較／共通点と差異点、両方の性質を持つ

＊近世秩序／他の時代と比較して、どこがどのように異なるか？

2.近世秩序を支えていたもの

【参考】近世民衆運動の諸段階

16C 末 国人･土豪一揆 国人･土豪一揆／国人･土豪層がイニ

逃 散 シアチブをとる武力闘争

初

前 (1637-38 島原天草一揆)
17C

中

惣百姓一揆 惣百姓一揆／「百姓成立」が可能な

後 「仁政」の回復を求める訴願運動

前

18C 中

後 広域闘争 広域闘争／支配領域を越えて運動の

範囲が広域化

前

19C 世直し一揆 世直し一揆／高利貸し･豪農などに民

中 衆的制裁を加える打ちこわし主体の

運動

国人･土豪一揆と惣百姓一揆の分水嶺が島原天草一揆

→以後、近世人にとって「一揆」といえば島原天草一揆のこと／百姓一揆の一次史料では、「一揆」の語は

見えない／「仁政」の回復を求めるというのが百姓の意識／近世秩序から逸脱していない

→世直し一揆では、幕府･藩に対する訴願よりも、打ちこわしこそが目的／公儀に対する信頼感の喪失

【付 記】

・明日までに、Hoppiie にて講義記録の提出を求める。／今回は本時間での議論を含めて、ここまでの講義
の感想を書いてください。


